
パンタナール通信
南北米福地開発協会 会報 ２０１０年１２月１日 ８７号

レ
ダ
開
発
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
に
貴
重
な
生
態
系
の
保
存
が
あ

り
ま
す
。

上
記
の
写
真
の
如
く
、
レ
ダ
の
基
地
内
に
も
タ
イ
ガ
ー
（
テ
ィ
グ
レ
）

が
生
存
し
て
お
り
ま
す
。
テ
ィ
グ
レ
は
牧
場
に
て
牛
を
飼
う
牧
童
達

に
と
っ
て
は
天
敵
と
も
い
わ
れ
、
彼
ら
が
見
つ
け
れ
ば
牛
を
守
る
た

め
、
銃
で
撃
ち
殺
す
た
め
、
激
減
し
て
い
る
貴
重
な
動
物
で
す
。

レ
ダ
で
は
今
年
、
八
月
に
は
保
護
の
た
め
、
発
見
し
た
テ
ィ
グ
レ

を
麻
酔
銃
で
撃
ち
、
セ
ン
サ
ー
付
き
の
首
輪
を
つ
け
、
生
態
の
研
究

を
始
め
ま
し
た
。

近
隣
の
イ
ン
デ
ィ
ヒ
ナ
の
村
で
は
貧
し
さ
ゆ
え
に
発
見
し
た
希
少

動
物
で
も
関
係
な
く
、
捕
獲
し
、
食
糧
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
レ
ダ
開
拓
を
始
め
て
以
来
、
近
隣
の
村
の
生
活
水
準

を
向
上
さ
せ
、
食
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
が
希
少
動
物
保
護
を
す
る

こ
と
に
な
る
と
近
隣
の
村
に
学
校
を
立
て
、
植
林
活
動
を
し
、
現
在

で
は
農
業
の
確
立
の
た
め
の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
が
定
着
す
れ
ば
食
生
活
が
変
わ
り
、
カ
ビ
バ
ラ
の
よ
う
な
お

と
な
し
く
、
人
に
な
ん
の
害
を
及
ぼ
さ
な
い
動
物
を
殺
し
て
食
べ
る

こ
と
も
な
く
、
そ
れ
ら
の
自
然
が
観
光
の
資
源
と
し
て
、
多
く
の
人

が
訪
れ
る
エ
コ
観
光
の
道
も
拓
け
、
生
活
の
向
上
の
道
に
も
つ
な
が

る
こ
と
の
教
育
も
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
観
光
資
源
を
絶
滅
す
る
こ
と
な
く
、
生
命
の
維
持

が
で
き
る
よ
う
、
レ
ダ
で
は
本
格
的
に
魚
の
養
殖
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
ア
ス
ン
シ
ョ
ン
大
学
の
援
助
を
受
け
、
出

発
し
ま
し
た
。

レ
ダ
で
養
殖
が
成
功
す
れ
ば
、
イ
ン
デ
ィ
ヒ
ナ
の
村
に
お
い
て
も

魚
の
養
殖
が
出
来
る
よ
う
に
援
助
し
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
を
取
る
道

も
開
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
奉
仕
活
動
は
常
に
物
質
的
援
助
を

す
る
よ
り
は
、
イ
ン
デ
ィ
ヒ
ナ
の
村
自
身
が
生
活
の
基
盤
を
継
続
し

て
維
持
で
き
る
道
を
と
も
に
作
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
、
南

北
米
福
地
開
発
協
会
で
は
今
日
ま
で
努
力
し
て
来
ま
し
た
。

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
豊
か
な
観
光
資
源
が
あ
り
、
そ
の
資
源
を
生
か

し
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
住
む
人
々
と
自
然
が
共
生
で
き
る
道
を
開
く

こ
と
が
出
来
る
と
確
信
し
十
二
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。
時
間
は
か

か
っ
て
い
ま
す
が
前
進
し
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

レダの港から隣りのインディヒナ村に船で行く途中、岸辺

にタイガーが現れました。船が通り過ぎても動かず、船を

岸辺近くに移動して飯野氏が撮影しました。



【
水
産
学
部
長
レ
ダ
視
察
】

（
中
央

学
部
長
、
右
隣
り
孵
化
専
門
教
授
）

十
一
月
三
日
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
マ
リ
オ
・

イ
ン
サ
オ
ラ
ル
デ
水
産
学
部
長
と
孵
化
専
門
の
マ

グ
ノ
・
バ
レ
ト
教
授
が
、
快
晴
の
レ
ダ
に
佐
野
先

生
同
行
の
も
と
ミ
リ
タ
リ
ー
機
で
や
っ
て
来
ま
し

た
。

現
在
レ
ダ
で
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
魚
養
殖

の
プ
ラ
ン
を
視
察
検
討
す
る
た
め
で
す
。

レ
ダ
の
経
済
収
益
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

乱
獲
で
激
減
し
て
い
る
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
メ
イ
ン

の
魚
を
保
護
し
て
行
く
（
孵
化
し
て
育
て
た

稚
魚

の
放
流
）
た
め
に
も
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
食
生
活
を

向
上
さ
せ
て
行
く
為
に
も
、
更
に
は
僻
地
レ
ダ
上

流
の
貧
し
い
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
の
村
々
に
養
殖
の
道

を
手
助
け
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た

経
済
基
盤
を
少
し
で
も
作
っ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ

た
ら
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
今
熱
い
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
餌
の
研
究
が
必
要

レ
ダ
で
採
れ
る
作
物
を
で
き
る
だ
け
使
用
。

ア
ル
ガ
ロ
ボ
の
実
、
マ
ン
ジ
ョ
ー
カ
、
ソ
ル
ゴ
の

実
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
フ
ス
マ
な
ど

※
パ
ク
ー
は
二
ｋ
ｇ
の
高
タ
ン
パ
ク
質(

二
．
五
ｋ

ｇ
以
上)

の
餌
で
一
ｋ
ｇ
大
き
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。(

十
一
月
三
日

に
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
水
産
学
部
長
と
教
授
二

人
レ
ダ
に
現
地
視
察
に
来
ら
れ
た
。)

未
知
な
分
野
な
の
で
、
研
究
開
発
費
、
施
設
費

が
必
要
。
一
年
目
は
、
様
々
な
調
査
、
研
究
、
養

殖
施
設
の
視
察
を
し
た
い
。
ま
た
、
ア
ス
ン
シ
オ

ン
大
学
で
今
月
四
日
間
の
研
修
を
受
け
る
予
定
。

二
〇
一
一
年
に
は
、
養
殖
と
共
に
採
卵
、
孵
化
、

仔
魚
を
飼
育
す
る
実
験
を
計
画
。
』

上
山
研
究
員
よ
り

二ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
提
案

第
一
段
階
（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
）

状
況
把
握

活
動
一

現
場
視
察

予
備
計
画
の
為
の
状
況
把
握

計
画
書
作
成
（
合
意
文
書
作
成
）

＊
具
体
的
プ
ラ
ン
＊
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
程
）

＊
予
算

＊
両
方
の
役
割
明
確
化

活
動
二

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
程
）
に
添
っ
て
実
行

第
二
段
階
（
二
〇
一
一
～
二
〇
一
二
）

本
格
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
（
五
年
計
画
）

養
殖
実
施

パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
魚
の
保
護
地
域

ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
で
の
孵
化
実
験

レ
ダ
で
の
施
設
改
良

ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
施
設
改
良

資
金
確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

期
待
さ
れ
る
結
果

１
．

技
術
的
、
経
済
的
、
ま
た
環
境
的
に

持
続
可
能
な
養
殖
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
．
地
域
住
民
が
各
家
庭
で
の
養
殖
の
推
進

３
．
レ
ダ
の
中
に
パ
ラ
グ
ア
イ
川
に

棲
む
魚
の
展
示
館
の
準
備

４
．
技
術
的
、
経
済
的
、
ま
た
環
境
的
に
持
続
可
能

な
川
の
中
で
の
ネ
ッ
ト
の
中
で
の

パ
ク
の
養
殖
技
術
の
開
発

５
．
パ
ラ
グ
ア
イ
川
で
の
放
流
の
た
め
の

稚
魚
の
生
産
設
備
の
準
備



青
年
達
の
感
想

「
子
供
た
ち
の
純
粋
な

心
、
笑
顔
に
触
れ
て
心

が
洗
わ
れ
る
思
い
だ
っ

た
。
」

「
今
回
の
経

験
が
人
生
の
大
き
な
糧

と
な
り
ま
し
た
。
」

「
思
い
切
り
一
緒
に

遊
び
、
一
緒
に
歌
い
、

沢
山
話
す
こ
と
が
出
来
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
来
た
い
で
す
。
」

ギ
タ
ー
で
歌
う
青
年
達

時
間
が
あ
れ
ば
歌
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
（
サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水

泳
）
で
思
い
切
り
汗
を
流
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
子

供
た
ち
と
の
出
会
い
を
し
ま
し
た
。

雨
上
が
り
の
水
溜
り
の
広
場
で
も
何
の
そ
の
ボ
ー

ル
一
つ
で
友
達
で
す
。

校
庭
で
女
子
は
バ
レ
ボ
ー
ル
、
そ
の
向
こ
う
で

は
男
の
子
が
サ
ッ
カ
ー
に
夢
中
で
し
た
。

【
青
年
研
修
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
奉
仕
活
動

】

日
程：
一
〇
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
一
日
（
二
泊
三

日
）

参
加
者：

古
市
、
平
野
、
佐
藤
、
西
川

ス
タ
ッ
フ
引
率：

飯
野
、
伊
達

村
の
美
化
活
動
（
ゴ
ミ
拾
い
、
ゴ
ミ
集
め
を
子
供

た
ち
も
一
緒
に
し
た
。
集
め
た
も
の
は
燃
や
し
た
。
）

植
樹
活
動
。
公
園
内
に
ニ
ー
ム
を
四
十
一
本
、
街

路
樹
に
二
本
植
え
ま
し
た
。
街
路
樹
用
は
穴
掘
り
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
固
い
土
で
し
た
が
子
供
た
ち
も
熱

心
に
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
ま
で
参
加
し
て

三
本
の
柱
に
横
木
を
十
八
枚
打
ち
つ
け
て
、
家
畜
か

ら
の
プ
ロ
テ
ク
ト
を
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
（
ス
ペ
イ

ン
語
）
」
「
南
の
島
の
お
猿
さ
ん
」
等
が
歌
わ
れ
、

拍
手
喝
采
で
し
た
。
特
に
「
お
さ
る
さ
ん
だ
よ
、
ア

イ
ア
イ
、
ア
イ
ア
イ
」
は
、
何
回
も
歌
っ
て
皆
が
覚

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ギ
フ
ト
（
半
袖
、
半
パ
ン
ツ
の
上
下
体
操
着
八
十

着
）
は
、
校
長
代
理
が
一
人
一
人
生
徒
の
名
前
を
呼

び
あ
げ
て
、
秩
序
良
く
お
互
い
に
喜
び
の
中
に
配
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
（
写
真
と
文:

飯
野
）

古市君、佐藤君、西川君、平野君（ギターを弾く）
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地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発

協
会
会
員
の
募
集

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
パ
ン
タ
ナ

ー
ル
地
域
へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動
を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進

し
、
そ
の
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
通
信
を
送
り
ま

す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー

等
の
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

南
北
米
福
地
協
会
の

二
〇
一
一
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー

が
十
二
月
中
旬
に
出
来
上
が
り
ま
す
。
下
記
野
カ

レ
ン
ダ
ー
に
使
わ
れ
て
い
る
写
真
は
飯
野
南
北
米

福
地
開
発
協
会
副
会
長
が
現
地
で
撮
影
し
た
貴
重

な
写
真
で
す
。

是
非
、
ご
活
用
下
さ
い
。
注
文
は
事
務
局
に
フ
ァ
ッ

ク
ス
か
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
で
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
活
動
報
告

徳
島
の
会
員
の
要
請
で
奉
仕
に
関
心
を
持
つ
高
校

生
、
中
学
生
の
集
ま
り
で
十
月
三
十
一
日
報
告
会
を

柴
沼
事
務
局
長
が
行
う
。
参
加
者
は
五
十
名
ほ
ど
で
、

発
展
途
上
国
へ
の
奉
仕
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
大
学

生
に
な
っ
た
ら
是
非
、
奉
仕
隊
に
応
募
し
た
い
と
希

望
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
。

十
一
月
三
日
、
九
州
福

岡
県
に
住
む
南
北
米
会

員
で
レ
ダ
に
も
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
都
氏
の
家

に
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
員
が
集
ま
り
、

南
北
米
福
地
開
発
協
会

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

た
。
参
加
し
た
方
は
二

〇
名
ほ
ど
で
し
た
が
熱

心
に
討
論
が
な
さ
れ
た
。

日
本
の
国
は
も
っ
と
世

界
に
貢
献
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 カレンダー代金 １－９枚 一枚４００円

１０－１９枚 ３５０円
２０－４９枚 ３００円
５０－９９枚 ２５０円
１００枚以上 ２００円

お送りする場合は上記の金額に郵送の筒代金３００円が加わ

ります。着払いとなりますのでよろしくお願いします。

事務局


